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１　業務の状況（各年度3月末）

　（１）　業務量【下水道事業】

令和６年度下期 令和５年度下期

Ａ Ｂ 前年比（％）

検針件数（件）　a 26,621 26,672 99.8%

有収水量（㎥） b 861,554 873,351 98.6%

１件あたり有収水量

（㎥）ｃ＝b/a
32.36 32.74 98.8%

　（２）　業務量【農業集落排水事業】

令和６年度下期 令和５年度下期

Ａ Ｂ 前年比（％）

検針件数（件）　a 252 250 100.8%

有収水量（㎥） b 7,423 7,470 99.4%

１件あたり有収水量

（㎥）ｃ＝b/a
29.46 29.88 98.6%

２　経理の状況

　（１）予算の執行状況

● 収益的収入及び支出

　（ア）下水道事業分（令和６年度3月末） （税込、単位：円）

下半期 計

営業収益 264,689,000 131,083,692 264,401,106 99.9%

　下水道使用料 263,681,000 130,689,332 263,426,307 99.9%

　その他営業収益 1,008,000 394,360 974,799 96.7%

営業外収益 936,062,000 720,679,966 936,667,250 100.1%

　他会計負担金 436,574,000 220,698,000 436,574,000 100.0%

　長期前受金戻入 496,122,000 499,032,525 499,032,525 100.6%

　その他営業外収益 3,366,000 949,441 1,060,725 31.5%

特別利益 134,000 132,000 132,000 98.5%

営業費用 1,151,746,000 1,028,931,531 1,146,030,371 99.5%

　管渠費 23,445,000 12,842,112 22,689,500 96.8%

　処理場費 216,335,000 128,393,935 212,775,746 98.4%

　総係費 56,886,000 32,934,483 55,804,124 98.1%

　減価償却費 850,565,000 850,246,577 850,246,577 100.0%

　その他営業費用 4,515,000 4,514,424 4,514,424 100.0%

営業外費用 29,235,000 14,178,261 29,214,195 99.9%

　支払利息 29,215,000 14,178,261 29,214,195 100.0%

　その他営業外費用 20,000 0 0 　－

特別損失 338,000 260,469 320,574 94.8%

予備費 5,000,000 0 0 　－

（注）1　営業外収益に含まれる長期前受金戻入及び営業費用に含まれる減価償却費は、年度末に執行のため上期は計上して

　　　　 いません。

令和６年度下期分 相馬市下水道事業報告書

比　　　　　較

増　減

△ 51

△ 11,797

△ 0.38

比　　　　　較

増　減

2

△ 47

△ 0.42

執行額

上半期

133,317,414

132,736,975

580,439

215,987,284

215,876,000

0

111,284

0

117,098,840

9,847,388

84,381,811

22,869,641

0

0

15,035,934

15,035,934

0

60,105

0

項　　目

項　　目

予算現額 執行率
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　　　　（税込、単位：円）

使用料収益 130,689,332 円

有収水量 861,554. ㎥

汚水処理原価 汚水処理費 174,170,530 円

（維持管理費） 有収水量 861,554. ㎥

   ※下水道事業汚水処理費＝汚水にかかる経費（管渠費+処理費+総係費）

比率（％）

使 用 料 単 価 151.7 円 151.4 円 100.2%

汚 水 処 理 原 価 202.2 円 143.6 円 140.8%

（注）令和5年度の単位は1年間の金額と有収水量をもとに算出、令和6年度の単位は下半期分で算出しています。

　（イ）農業集落排水事業分（令和６年度３月末） （税込、単位：円）

下半期 計

営業収益 2,235,000 1,131,375 2,253,717 100.8%

　農業集落排水使用料 2,235,000 1,131,375 2,253,717 100.8%

営業外収益 19,429,000 15,100,104 19,435,104 100.0%

　他会計負担金 13,304,000 8,969,000 13,304,000 100.0%

　長期前受金戻入 6,124,000 6,126,284 6,126,284 100.0%

　その他営業外収益 1,000 4,820 4,820 482.0%

特別利益 1,000 0 0 　－

営業費用 15,707,000 12,863,651 14,629,712 93.1%

　管渠費 6,033,000 3,190,578 4,956,639 82.2%

　減価償却費 9,674,000 9,673,073 9,673,073 100.0%

営業外費用 1,957,000 1,204,965 1,953,775 99.8%

　支払利息 1,444,000 695,165 1,443,975 100.0%

　その他営業外費用 513,000 509,800 509,800 99.4%

特別損失 1,000 0 0 　－

予備費 1,000,000 0 0 　－

（注） 営業外収益に含まれる長期前受金戻入及び営業費用に含まれる減価償却費は、年度末に執行のため上期は計上

　　 していません。

使用料収益 1,131,375 円

有収水量 7,423. ㎥

汚水処理原価 汚水処理費 3,190,578 円

（維持管理費） 有収水量 7,423. ㎥

　　※農業集落排水事業汚水処理費＝汚水にかかる経費（管渠費）

　　　　（税込、単位：円）

比率（％）

使 用 料 単 価 152.4 円 151.3 円 100.7%

汚 水 処 理 原 価 429.8 円 312.5 円 137.6%

（注）令和5年度の単位は1年間の金額と有収水量をもとに算出、令和6年度の単位は下半期分で算出しています。

比　　　　　較
増　減

0.3 円

58.6 円

執行額

上半期

1,122,342

1,122,342

4,335,000

4,335,000

0

0

0

1,766,061

1,766,061

0

748,810

748,810

0

0

0

比　　　　　較
増　減

1.1円

117.3  円

下水道使用料単価 ＝ 151.7  円

＝ 202.2  円

項　　目 令和６年度 令和５年度

予算現額 執行率

農業集落排水

　　使用料単価
＝ 152.4  円

＝ 429.8  円

項　　目 令和６年度 令和５年度
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● 資本的収入及び支出

　（ア）下水道事業分（令和６年度３月末） （税込、単位：円）

下半期 計

資本的収入 639,541,000 259,472,300 348,703,800 54.5%

　負担金・分担金 7,241,000 1,029,500 8,009,000 110.6%

　他会計出資金 210,377,000 128,125,000 210,377,000 100.0%

　企業債 ※ 201,000,000 89,000,000 89,000,000 44.3%

　国庫補助金 ※ 193,193,000 13,136,900 13,136,900 6.8%

　県補助金 27,730,000 28,180,900 28,180,900 101.6%

資本的支出 994,427,000 348,928,725 652,505,390 65.6%

　建設改良費 ※ 427,909,000 65,503,639 85,988,864 20.1%

　企業債償還金 566,518,000 283,425,086 566,516,526 100.0%

（注）※印のある予算科目の予算額は、前年度繰越額を含みます。

　（イ）農業集落排水事業分（令和６年度３月末） （税込、単位：円）

下半期 計

資本的収入 20,092,000 10,049,000 20,091,000 100.0%

　負担金・分担金 1,000 0 0 　－

　他会計出資金 20,091,000 10,049,000 20,091,000 100.0%

資本的支出 27,310,000 13,681,549 27,309,453 100.0%

　企業債償還金 27,310,000 13,681,549 27,309,453 100.0%

　（２）損益計算書 下水道事業・農業集落排水事業合算

　　下期損益計算書　（令和6年10月1日から 令和7年3月31日 まで） 　　　　（税抜き、単位：円）

項 目 令和６年度 増減額 前年比

営業収益 120,196,004 △ 1,337,098 98.9%

下水道使用料 119,837,010 △ 1,323,800 98.9%

その他営業収益 358,994 △ 13,298 96.4%

営業外収益 483,767,526 21,024,903 104.5%

他会計負担金 229,667,000 17,519,000 108.3%

長期前受金戻入 254,034,269 3,453,303 101.4%

その他営業収益 66,257 52,600 485.2%

特別利益 132,000 132,000 　－

収 益 合 計 A 604,095,530 19,819,805 103.4%

営業費用 597,542,328 30,462,841 105.4%

管渠費 14,583,336 668,388 104.8%

処理場費 117,271,556 17,157,347 117.1%

総係費 31,370,683 5,609,539 121.8%

減価償却費 429,802,329 2,513,143 100.6%

その他営業費用 4,514,424 4,514,424 　－

営業外費用 16,936,965 △ 247,385 98.6%

支払利息 14,873,426 △ 1,693,336 89.8%

その他営業外費用 2,063,539 1,445,951 334.1%

特別損失 260,469 △ 67,109 79.5%

費 用 合 計 B 614,739,762 30,148,347 105.2%

差 引 き A-B △ 10,644,232 △ 10,328,542 3371.7%

執行額

上半期

89,231,500

6,979,500

82,252,000

0

0

0

303,576,665

20,485,225

283,091,440

執行額

上半期

10,042,000

0

10,042,000

13,627,904

13,627,904

令和５年度

121,533,102

121,160,810

372,292

462,742,623

212,148,000

250,580,966

13,657

0

584,275,725

567,079,487

13,914,948

100,114,209

25,761,144

427,289,186

0

17,184,350

16,566,762

617,588

327,578

584,591,415

△ 315,690

予算現額 執行率

予算現額 執行率
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　（３）貸借対照表

１ 固定資産

 (1) 有形固定資産

     イ 土地 789,985,165

     ロ 建物 948,062,741

      　減価償却累計額 △ 262,017,159 686,045,582

     ハ 構築物 18,630,494,085

      　減価償却累計額 △ 3,400,666,372 15,229,827,713

     ニ 機械及び装置 1,990,999,174

      　減価償却累計額 △ 829,224,211 1,161,774,963

     ホ 車両運搬具 596,086

      　減価償却累計額 △ 566,282 29,804

     ヘ 工具、器具及び備品 3,053,240

      　減価償却累計額 △ 2,239,891 813,349

     ト 建設仮勘定 12,845,456

        有形固定資産合計 17,881,322,032

 (2) 投資その他資産

     イ 出資金 70,000

        投資その他資産合計 70,000

        固定資産合計 17,881,392,032

２ 流動資産

 (1) 現金預金 249,279,054

 (2) 未収金 59,566,555

     引当金 △ 460,000 59,106,555

        流動資産合計 308,385,609

        資産合計 18,189,777,641

３ 固定負債

 (1) 企業債

     イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 5,376,703,373

        企業債合計 5,376,703,373

        固定負債合計 5,376,703,373

４ 流動負債

 (1) 企業債

     イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 590,530,102

        企業債合計 590,530,102

 (2) 未払金 60,206,536

 (3) 預り金 203,341

 (4) 引当金 4,222,000

        流動負債合計 655,161,979

５ 繰延収益

 (1) 長期前受金 12,344,801,852

     収益化累計額 △ 2,669,911,467 9,674,890,385

        繰延収益合計 9,674,890,385

        負債合計 15,706,755,737

６ 資本金 1,906,896,092

７ 剰余金

 (1) 資本剰余金

     イ 国庫補助金 391,285,744

     ロ 県補助金 3,706,835

        資本剰余金合計 394,992,579

 (2) 利益剰余金

     イ 当年度未処分利益剰余金 181,133,233

        利益剰余金合計 181,133,233

        剰余金合計 576,125,812

        資本合計 2,483,021,904

        負債資本合計 18,189,777,641

下水道事業・農業集落排水事業合算

令和７年３月３１日現在 　　　　（税抜き、単位：円）

資　　産　　の　　部

負　　債　　の　　部

資　　本　　の　　部
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３　重要な契約の概況（税込）

着手年月日 完了年月日

R6.4.25 R6.7.8

R6.9.17 R6.12.2

R6.9.17 R7.1.17

R6.12.19 R7.3.17

R6.12.19 R7.3.24

R6.7.16 R6.12.16

４　会　　　計

　（１）企業債の状況 　　　　（単位：円）

　（ア）下水道事業分

借　　　入　　　先 令和５年度末残高 令和６年度下期借入額 令和６年度上期償還高 令和６年度下期償還高 令和６年度末残高

建 設 改 良 債 3,703,597,594 89,000,000 139,231,629 139,041,279 3,514,324,686

資 本 費 平 準 化 債 2,059,274,020 0 114,946,759 115,366,688 1,828,960,573

特 別 措 置 分 470,891,776 0 26,370,144 26,470,241 418,051,391

公 営 企 業 会 計 適 用 債 28,112,407 0 2,542,908 2,546,878 23,022,621

合 計 6,261,875,797 89,000,000 283,091,440 283,425,086 5,784,359,271

　（イ）農業集落排水事業分

借　　　入　　　先 令和５年度末残高 令和６年度下期借入額 令和６年度上期償還高 令和６年度下期償還高 令和６年度末残高

建 設 改 良 債 210,183,657 0 13,627,904 13,681,549 182,874,204

　（２）一時借入金の状況

　　　該当事項なし

契　　約　　名 金  額（円）

相馬市公共下水道清水枝線その３工事 4,583,700

相馬市公共下水道清水枝線その４工事 5,849,800

相馬市公共下水道西山枝線その１５工事 5,304,200

相馬市公共下水道汚水枡設置その１工事 3,663,000

相馬市公共下水道舗装本復旧工事 7,777,000

相馬市公共下水道小泉根岸マンホールポンプ場　　　　　　　　　

移設工事
27,729,900

令和６年度上期借入額

0

0

0

0

0

令和６年度上期借入額

0
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５　令和７年度当初予算の概要

● 収益的収入及び支出

　（ア）下水道事業分 （単位：千円）

前年度予算額 増　減

1,202,704 45,267

270,198 △ 5,294

932,372 50,573

134 △ 12

1,189,837 53,628

1,154,907 56,262

28,429 △ 2,034

1,501 △ 600

5,000 0

　（イ）農業集落排水事業分 （単位：千円）

前年度予算額 増　減

21,053 △ 908

2,235 △ 18

18,817 △ 890

1 0

18,053 △ 525

15,595 △ 558

1,457 33

1 0

1,000 0

● 資本的収入及び支出

　（ア）下水道事業分 （単位：千円）

前年度予算額 増　減

639,541 △ 338,224

119 △ 118

7,122 △ 6,617

210,377 28,859

201,000 △ 170,400

193,193 △ 162,219

27,730 △ 27,729

994,427 △ 337,172

427,909 △ 333,476

566,518 △ 3,696

（注）※印のある予算科目の前年度予算額は、前々年度繰越額を含みます。

予算科目 本年度予算額

公共下水道事業収益 1,247,971

　　営業収益 264,904

　　営業外収益 982,945

　　特別利益 122

公共下水道事業費用 1,243,465

　　営業費用 1,211,169

　　営業外費用 26,395

　　特別損失 901

　　予備費 5,000

予算科目 本年度予算額

農業集落排水事業収益 20,145

　　営業収益 2,217

　　営業外収益 17,927

　　特別利益 1

農業集落排水事業費用 17,528

　　営業費用 15,037

　　営業外費用 1,490

　　特別損失 1

　　予備費 1,000

予算科目 本年度予算額

公共下水道事業資本的収入 ※ 301,317

　　分担金 1

　　負担金 505

　　他会計出資金 239,236

　　企業債 ※ 30,600

　　国庫補助金 ※ 30,974

　　県補助金 1

公共下水道事業資本的支出 ※ 657,255

　　建設改良費 ※ 94,433

　　企業債償還金 562,822
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　（イ）農業集落排水事業分

前年度予算額 増　減

20,085 419

1 0

20,084 419

27,303 246

27,303 246

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３６２，９８３千円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額

４，７７４千円、過年度損益勘定留保資金３７，４４２千円及び当年度損益勘定留保資金３２０，７６７千円で補てんする

予定です。

６　令和７年度事業の経営方針

　（１）基本事項

 ① 「健康で文化的な生活の実現」

 ② 「計画的な維持管理」

 ③ 「安定した経営の実現」

　（２）主な事業

 ① 管渠布設工事事業（継続）

 ② 下水道台帳設備事業（継続）

 ③ 下水処理場他耐震・耐津波診断の実施（継続）

 ④ 下水処理場他ストックマネジメント実施計画の策定（継続）

 ⑤ 管路施設ストックマネジメント基本計画の策定（新規）

 ⑥ 下水処理場等ウォーターPPP導入可能性調査（新規）

予算科目 本年度予算額

農業集落排水事業資本的収入 20,504

　　分担金 1

　　他会計出資金 20,503

農業集落排水事業資本的支出 27,549

　　企業債償還金 27,549

　公共用水域の水質保全や生活環境の改善に寄与し、安全で快適な下水道サービスを持続的・安定的に提供するため、次の３点を

基本方針として取り組みます。

　　公衆衛生や生活環境の改善、松川浦など相馬市の豊かな水資源を保全していくため、市民の下水道に対する理解の醸成や

　普及推進に取り組みます。

　　中長期的な維持管理・更新等のトータルコストの縮減や予算の平準化のため、新設から撤去までの、いわゆるライフサークル

　延長のための長寿命化に取り組みます。

　　施設及び管渠の「ストックマネジメント計画」を策定し、将来にわたって必要な機能を発揮し続けるための計画的な維持管理

　に取り組みます。

　　「相馬市下水道事業経営戦略」に基づき安定した経営基盤の確立に努めます。

　　老朽化した管渠や施設が改築・更新時期を迎え、投資事業への多大な資金が必要となることから、使用料などの財源の

　確保や徹底した業務の効率化・健全化に取り組みます。
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